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第 1 章においてはセノレローズ分解菌を検索し ， Penicillium variabile , Trichoderma sp. , As.ρer­
gillus niger の 3 株が優れていることが示され，酵素の性質，深部培養条件が検討された。培養前期
に増殖に利用され易い炭素源の摂取が活発であり， それが消失したのちに酵素生産を行ないセノレロ
ーズを分解利用するといった Preferential utilization の現象がみられる。セ Jレローズを増殖および
inducer の炭素源として用いることは増殖速度が著しく低下するものであり，工業的な酵素生産の面
からは不適当である。そこで既適応菌体を再利用することにより induction lag をなくし基質利用率
の向上をもたらすことが考えられ， その結果酵素生産期の phase を持続せしめるような条件が求め
られた。
第 2 章ではパノレプセノレローズが Pen. variabile のセ jレラーゼ?によってどのような作用を受けて分解
されていくかについて考察された。パノレプ繊維は重合度約1000であり結晶領域と非結晶領域が交互に
並んでいて両者の重量比は 3 : 7 である。重合度の変化，吸湿性の変化，カセイソーダ溶解性の変化
から分解過程が模式的に示された。




第 4 章においては Pen. variabile のセノレラゼーゼ系を分離精製しその性質が検討された。セノレラー
ゼ系にはパノレフ。粉末などの天然セノレローズを作用する酵素 (Ch 分子量約2500) , CMC に特に作用
する酵素 (CMC アーゼ， Cx，分子量約 40000 と 80000) とセロオリゴ糖に作用する酵素(分子量
-295-
10000 以上)が存在し， 3 者の共同作用によって天然セノレローズがグノレコースへ分解することが明ら
かにされた。
セノレローズの不溶→可溶への変化は主として C1 酵素の働らきによるもので C1 酵素がクVレコース
によって阻害を受けることが判明し，第 3 章の kinetics の妥当性が明らかにされた。
論文の審査結果の要旨
本研究は天然セルロース分解活性の大なる Penicillium variabile を検索供用し，深部培養による
酵素の生産条件と経過を検討し，その適応酵素生産挙動を明らかにし，さらにその生産する酵素系に
よるパルプセノレローズの分解の模様を追求しその機作を明らかにし，また，固相基質分解の動力学を
解明するとともに酵素系の解析を行なったもので， 醗酵工学に貢献するところ大である。 したがっ
て，本論文は博士論文として価値あるものと認める。
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